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１．研究計画の概要 
地球温暖化は今世紀の最大の課題である。し
かしながらその解決は多大な費用がかかる
ことが予想されている。従って、政策実現の
ためには、費用負担者の政策実施による効用
をできるだけ正確に把握し、費用便益分析を
行いながら意思決定をする必要がある。その
た め 仮 想 市 場 法 (Contingent Valuation 
Method: CVM) の適用が考えられる。ここで
は精度の高い仮想市場法を開発するために、
①．調査者と回答者の間の互恵関係を検証。
②．アンカーリングが少ない回答方式の開発
をこころみる。 
 
２．研究の進捗状況 

②に関してＮＯＡＡ等で推奨している二肢

選択方式でもアンカーリングの影響を除去

出来ないことが判明したため、まず、お財布

モデル(mental account model)を作り回答者

に自分の予算を明確に認識させることから、

アンカーの影響を受けないことの検証とア

ンカーの影響の無い自由回答方式と二肢選

択方式での結果に差が有るかどうかで確か

め、その上でお財布モデルの妥当性と限界を

明らかにした。具体的は shogren によるア

ンカーリング効果の定式化をもちい、二肢選

択の後のフォローアップ質問での支払い意

思額、回答と提示額を用いアンカーを計測し

たところ、mental account model を用いたほ

うが有意にアンカーが減少していることが

実証された。 

①に関しては調査者の代表である教授が調
査の重要点を話す方式とそうでない方式を

比較したその結果、前者による効果が見られ
た。より具体的には、まず、教授が話す方法
のほうが、回答者の調査から受ける、主観的
親切さが上昇した、さらに、この指標が高い
ほうが、調査にかける時間のうち、対象財に
関する説明を読む時間、同じく課税に関する
時間（いずれも、当該回答者の読む時間の個
人差を考慮したもの）が長くなり、教授の指
示に従っていること、および、同一回答者に
対する１回目の調査と、２回目の調査で教授
のインストラクションの違いにたいして、親
切と感じた回答者の支払い意思額が的確に
反応して変化していることが明らかになっ
た。 
ただしこれの原因が、果たして主観的親切だ
けに依存したものかは不明である、さらにこ
れらの方法を欧州で実証することは、ＣＶＭ
の実施環境での調査者の役割が異なること
からできなかった。 
なお 地球温暖化対策への支払い意思額は
年間一万三千円程度とこれまでの調査より
上昇している。 
 
３．現在までの達成度 
おおむね達成している。 
本研究は互恵性に着目し、ＣＶの改良を目指
したもので、アンカーリング効果の減少のた
めの mental account model の導入など一定
の成果を挙げた。しかし、互恵関係を実験室
外で適用する方法はまだ未完成である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
ＣＶＭプロセス全体での改善方策の検証が
容易でないことから、ＣＶＭの部分たとえば
不確実性だけを経済実験によって検証をお



こない、また神経科学の知見も取り入れ、生
理物理的にも検証する方法を開発する必要
である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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